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古伊万里のエキゾチシズム
西洋宮廷を彩った日本の美学
西洋に輸出された肥前磁器は王侯貴族社会にどのように
受け入れられたのか ?
日本や中国の磁器が室内を埋め尽くす宮廷の「磁器陳列
室」は、異文化である日本工藝を「空間藝術の構成要素」
として三次元空間で鑑賞させる場だった。
世界に広がる「磁器の道」の史実を精密に読み解きながら、
西洋美術史、陶磁史、文化史という複合的視座から磁器
の受容史を紐解く壮大な探求が始まった。
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◉刊行にあたって

　西洋人にとって異文化にほかならない日本の工藝は、中国、中近東、インドなど様々な異国の産物と共に西洋宮廷に安住の地を得た
が、その結果、西洋宮廷の室内装飾をつかさどる総合藝術の原理の束縛を受けると同時に、原理原則を最も効果的に発揮しうる室内装飾
の方法が考案されることになった。すなわち、装飾藝術の完成がその総体のなかに存し、分断すれば進化を発揮しえないという点にお
いてである。磁器陳列室は、まさにこの西洋宮廷美術最大の特徴である総合藝術の原理の長所を最大限に応用し、東洋磁器の魅力を効果
的に発揮させる受容方法であった。（中略）権威表象という、宮廷において必要不可欠な機能を有する素材として宮廷文化に適合したか
らこそ、肥前磁器は中国磁器とともに室内装飾として受容されたのである。筆者は、この適応性がもたらした新たな宮廷文化の創出こ
そが、肥前磁器流行の主因であったと捉える。磁器陳列室は、王侯貴族を筆頭とする、様々な階層の、磁器を収集する人々の心の奥底に
残像のように記憶される「エキゾチシズム」あるいは「伝説」となり、そのイメージを再現するために様々な階層での磁器の流行を生み
だしていたように思われる。磁器陳列室には、王侯貴族のみならずあらゆる当時の西洋人を魅了し、磁器への好奇心と憧れを芽生えさ
せ、磁器を所有することへの欲望を駆り立てる、魔法のような求心力が宿っていたのである。
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